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＜パートナーシップ＞
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三側面
（分野に☑）

DXによる効率化に向けた意識改革が進展し、生産性は
大幅に向上、ワークライフバランスも進展した。

一人当たり年間総労働時間
：2023年度実績1,873時間
（目標比▲27時間短縮）

三側面
前期のSDGsに関する重点的な取組み 前期の指標

（分野に☑）

三側面
前期のSDGsに関する重点的な取組み 前期の指標

CO2排出量：2019年度
72.5ton
　　　　　 2023年度57.1ton
　　　　　 ▲21%削減

生産性が高く働き甲斐のある職場づくり
（時間外勤務削減・有給休暇取得の促進）

一人当たり年間総労働時間
：2023年度1,900時間
（2019年度実績1,986時間）経済

取組みの進捗状況（実施状況や指標の達成状況など）

SDGsに資するリース・割賦契
約：2023年までに累計72件

農林・水産向け設備、学校等インフラ設備、再生可能エネ
ルギー関連、省エネ設備を中心に順調に進展。目標を大き
く上回った。

前期の指標に対する実績

（分野に☑）

CO2排出量：2019年度比
2023年度までに▲10%削減

前期の指標に対する実績

ガソリン・電気・紙の使用量削減による
環境負荷軽減

取組みの進捗状況（実施状況や指標の達成状況など）

ガソリン・電気・紙の使用量削減は順調に進展し、CO2排
出量削減率は、目標を大きく上回った。

芙蓉総合リース㈱及び芙蓉オートリース㈱と「芙蓉ゼロカーポンシティ・サポートプログラム」について業
務提携し、ゼロカーボンシティを表明した自治体エリア内に設置される電動車等に対して、リース・割賦
等のファイナンスを行うとともに、その契約額の一部について寄付を実施している。

＜SDGsに関する重点的な取組み及び指標に係るこれまでの進捗状況＞

環境

社会

社会

経済

環境

環境

社会

経済

2021年度166件、2022年度
268件、2023年度257件

前期のSDGsに関する重点的な取組み

取組みの進捗状況（実施状況や指標の達成状況など）

前期の指標

前期の指標に対する実績

リース業を通じた、地域経済活性化及び
SDGsに取組む地域事業者への支援

社会

経済

環境
生産性が高く働き甲斐のある職場づくり
（時間外勤務削減・有給休暇取得の促進）

一人当たり年間総労働時間
：2026年度1,840時間
（2023年度実績1,873時間）

社会

経済
・「SDGsに関する重点的な取組み」には環境・社会・経済の三側面の全てについて、重点的な取組みを記載してください。なお、取組みが複数の
分野に該当する場合は、それぞれの分野にチェックを入れてください。
・「指標（更新時に向けた数値目標）」には、それぞれの取組みに対する「目指す姿」の実現を念頭に、それを評価するための指標と、現状の数値お
よび更新時（3年後）の数値目標を記載してください。（例：採用の人数：2023年○人→2026年○人）更新時には実績を報告する必要がありま
す。

・「パートナーシップ」には、企業やNPO法人、行政など関係機関との連携を記載してください。

・「三側面」、「前期のSDGsに関する重点的な取組み」と「前期の指標」には、前回登録申請した際に記載した「三側面」、「SDGsに関する重点的な
取組み」と「指標」をそのまま転記してください。
・「取組みの進捗状況」には、取組みの実施状況や指標の達成状況を記載してください。指標が未達成の場合は、その理由等も記載してください。
・「前期の指標に対する実績」には、「前期の指標（数値目標）」に対する実績を数値を用いて記載してください。

更新

三側面
SDGsに関する重点的な取組み

指標
（更新時に向けた数値目標）（分野に☑）

環境
リース業を通じた、地域経済活性化及び
SDGsに取組む地域事業者への支援

SDGsに資するリース・割賦契
約：2026年までに累計300件

社会

経済

環境
ガソリン・電気・紙の使用量削減による
環境負荷軽減

CO2排出量：2023年度比
2026年度までに▲5%削減

事業者名 肥銀リース株式会社

＜2030年のSDGs達成に向けた経営方針と目指す姿＞

【経営方針】お客様、地域の皆様とともに、「モノ」を通して共通の価値を創造することで、
　　　　　　グループ一体となって地域社会の持続的な発展に貢献する。
【目指す姿】いつもお客様の一番近くで、お客様に信頼され、地域とともに成長し続ける
　　　　　　『価値共創企業』

＜SDGsに関する重点的な取組み及び指標＞


